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0ALA000 地域未来創生概論 1 2.0 1

地域の未来の創生に関しての基礎的な知識・手法
について講義するとともに、最新の事例について
の見学を行う。具体的には、筑波大学が位置する
筑波研究学園都市ならびに周辺地域に関するワー
クショップ、地域未来創生に取り組む著名研究者
による基調講演、地域未来創生事業に先進的に取
り組む自治体・企業・組織を対象とする聞き取り
調査などを通して知識を深め、地域未来創生のた
めに必要となる課題を主体的に見つけ、自身の研
究課題に反映させる。

地域未来創生教育コー
スの学生のみ履修可
01CN404と同一。
2022年度開講せず。

0ALA001
社会工学ワークショッ
プI

2 1.0 1・2 通年 応談
社会工学学位プロ
グラム担当教員

学生が主体となるワークショップなどで積極的な
活動を展開できる基礎的能力を身につける。具体
的には、「まちづくり国際交流ワークショップ
A」(ドイツで開催)、「まちづくり国際交流ワー
クショップB」(日本で開催)、「ビックデータ分
析とマーケティング戦略立案」、「石岡市の歴史
的建築物および里山景観の調査」等のワーク
ショップのいずれかを選択し、その企画立案なら
びに運営に携わることで、社会工学における学修
に必要となる能力を養う。

01CN110と同一。
その他の実施形態
各担当教員に確認のこ
と

0ALA002
社会工学ワークショッ
プII

2 1.0 1・2 通年 応談
社会工学学位プロ
グラム担当教員

学生が主体となるワークショップなどで積極的な
活動を展開できる発展的能力を身につける。具体
的には、「まちづくり国際交流ワークショップ
A」(ドイツで開催)、「まちづくり国際交流ワー
クショップB」(日本で開催)、「ビックデータ分
析とマーケティング戦略立案」、「石岡市の歴史
的建築物および里山景観の調査」等のワーク
ショップの中で、「社会工学ワークショップI」
で選択しなかったワークショップを選択し、その
企画立案ならびに運営に携わることで、社会工学
における学修に必要となる能力を養う。

01CN111と同一。
その他の実施形態
各担当教員に確認のこ
と

0ALA003
社会工学インターン
シップ

3 2.0 1・2 通年 応談
社会工学学位プロ
グラム担当教員

社会工学に関連する機関でのインターンシップを
行う。履修希望学生は、申請書に、受入組織、受
入組織所在地、受入組織責任者、受入組織担当
者、受入期間、就業日数と時間(35時間以上であ
ることが必須)、インターンシップ中の連絡先、
補助等を明記し、学生教育研究災害障害保険(イ
ンターンシップコース)に加入した上で申請書を
提出する。履修が認められインターンシップに参
加した後、インターンシップの内容の概要、具体
的成果、インターンシップ指導担当者の所見等か
らなる報告書を提出し、担当教員が評価を行う。

01CN055と同一。
その他の実施形態
受け入れ先企業との調
整による

0ALA004
地域未来創生アクティ
ブラーニングI

3 2.0 1・2 通年 応談
社会工学学位プロ
グラム担当教員

社会工学学位プログラムが提供する科目群で学ん
だ基礎知識をもとに、本講座の目的である地域の
未来創生につながる実践的なプロジェクトに積極
的に関与することで、事業を推進する能力を涵養
する。具体的には、「IoTを活用したワークライ
フバランス推進事業」、「まちづくりワーク
ショップファシリテーター研修」、「Society5.0
による八郷未来プロジェクト」、「プロジェク
ションマッピングによる都市モビリティの視覚
化」等のプロジェクトのいずれかを選択し、課題
に取り組む。

地域未来創生教育コー
スの学生のみ履修可
01CN411と同一。
その他の実施形態
各担当教員に確認のこ
と

0ALA005
地域未来創生アクティ
ブラーニングII

3 2.0 1・2 通年 応談
社会工学学位プロ
グラム担当教員

社会工学学位プログラムが提供する科目群で学ん
だ基礎知識をもとに、本講座の目的である地域の
未来創生につながる実践的なプロジェクトに積極
的に関与することで、事業を推進する能力を涵養
する。具体的には、「IoTを活用したワークライ
フバランス推進事業」、「まちづくりワーク
ショップファシリテーター研修」、「Society5.0
による八郷未来プロジェクト」、「プロジェク
ションマッピングによる都市モビリティの視覚
化」等のプロジェクトの中で、「地域未来創生ア
クティブラーニングI」で選択しなかったプロ
ジェクトを選択し、課題に取り組む。

地域未来創生教育コー
スの学生のみ履修可
01CN412と同一。
その他の実施形態
各担当教員に確認のこ
と



0ALA006
地域未来創生アクティ
ブラーニングIII

3 2.0 1・2 通年 応談
社会工学学位プロ
グラム担当教員

社会工学学位プログラムが提供する科目群で学ん
だ基礎知識をもとに、本講座の目的である地域の
未来創生につながる実践的なプロジェクトに積極
的に関与することで、事業を推進する能力を涵養
する。具体的には、「IoTを活用したワークライ
フバランス推進事業」、「まちづくりワーク
ショップファシリテーター研修」、「Society5.0
による八郷未来プロジェクト」、「プロジェク
ションマッピングによる都市モビリティの視覚
化」等のプロジェクトの中で、「地域未来創生ア
クティブラーニングI」、「地域未来創生アク
ティブラーニングII」で選択しなかったプロジェ
クトを選択し、課題に取り組む。

地域未来創生教育コー
スの学生のみ履修可
01CN413と同一。
その他の実施形態
各担当教員に確認のこ
と

0ALA007 地域未来創生概論I 1 1.0 1 春ABC 集中
繁野 麻衣子,藤川 
昌樹,大澤 義明,
谷口 守

地域の未来の創生に関しての基礎的な知識・手法
について講義や事例見学から学ぶ。地域未来創生
に取り組む著名研究者による基調講演、地域未来
創生事業に先進的に取り組む自治体・企業・組織
を対象とする聞き取り調査などを通して知識を深
め、地域未来創生のために必要となる課題を主体
的に見つけ、自身の研究課題に反映させる。

地域未来創生教育コー
スの学生のみ履修可

0ALA008 地域未来創生概論II 1 1.0 2

地域の未来の創生に関しての最新の知識・手法に
ついて講義や事例見学から学ぶ。地域未来創生に
取り組む著名研究者による基調講演、地域未来創
生事業に先進的に取り組む自治体・企業・組織を
対象とする聞き取り調査などを通して知識を深
め、地域未来創生のために必要な政策展開を理解
し、自身の研究課題に反映させる。

地域未来創生教育コー
スの学生のみ履修可
2022年度開講せず。
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0ALA500
社会工学ファシリテー
ター育成プレプログラ
ムI

3 1.0 1・2 通年 応談
社会工学学位プロ
グラム担当教員

社会工学に関するプロジェクトに積極的に関与
し、プロジェクトの進行に寄与できる能力を実践
を通して養う。「社会工ファシリテーター育成プ
レプログラム」は「社会工学ファシリテーター育
成プログラム」より実施期間が短いプロジェクト
を対象としており、具体的には、「都市計画マス
タープラン策定の支援活動」、「マイクロ都市計
画立案のための支援活動」、「石岡市の歴史的建
築物および里山景観の保全・活用案の提案」等の
プロジェクトのいずれかを選択し、その企画立案
ならびに運営に携わることで、プロジェクトの進
行に寄与できる能力を養う。

01CN059と同一。
その他の実施形態
各担当教員に確認のこ
と

0ALA501
社会工学ファシリテー
ター育成プレプログラ
ムII

3 1.0 1・2 通年 応談
社会工学学位プロ
グラム担当教員

社会工学に関するプロジェクトに積極的に関与
し、プロジェクトの進行に寄与できる能力を実践
を通して養う。「社会工ファシリテーター育成プ
レプログラム」は「社会工学ファシリテーター育
成プログラム」より実施期間が短いプロジェクト
を対象としており、具体的には、「都市計画マス
タープラン策定の支援活動」、「マイクロ都市計
画立案のための支援活動」、「石岡市の歴史的建
築物および里山景観の保全・活用案の提案」等の
プロジェクトの中で、「社会工学ファシリテー
ター育成プレプログラムII」で選択しなかったプ
ロジェクトを選択し、その企画立案ならびに運営
に携わることで、修士課程の学生として社会工学
における学修に必要となる能力を養う。

01CN060と同一。
その他の実施形態
各担当教員に確認のこ
と

0ALA502 社会工学修士基礎演習I 2 2.0 1 通年 応談
社会工学学位プロ
グラム担当教員

指導教員(若しくは指導教員を含むリサーチ・ユ
ニット)が主催するゼミに参加し、修士論文を執
筆するために必要となる基礎的な知識を習得す
る。

0ALA503
社会工学修士基礎演習
II

2 2.0 1 通年 応談
社会工学学位プロ
グラム担当教員

指導教員(若しくは指導教員を含むリサーチ・ユ
ニット)が主催するゼミに参加し、修士論文を執
筆するための基礎的な知識を再確認しながら、研
究内容に即したより発展的な知識を習得する。

その他の実施形態
各担当教員に確認のこ
と

0ALA504 社会工学修士特別演習I 2 2.0 1 通年 応談
社会工学学位プロ
グラム担当教員

指導教員の指導の下、修士論文を執筆するに当た
り必要となる関連する研究のレビューを行う。

0ALA505
社会工学修士特別演習
II

2 2.0 1 通年 応談
社会工学学位プロ
グラム担当教員

指導教員及びAG(アドバイザリー・グループ)教員
に対して、修士論文に関する計画発表を行い、論
文執筆までの見通しを得る。

その他の実施形態
各担当教員に確認のこ
と

0ALA506 社会工学修士特別研究I 2 2.0 2 通年 応談
社会工学学位プロ
グラム担当教員

修士論文に関する中間発表に向けた、研究指導を
受ける、準備を行う。



0ALA507
社会工学修士特別研究
II

2 2.0 2 通年 応談
社会工学学位プロ
グラム担当教員

修士論文に関する最終発表に向けた、研究指導を
受ける、準備を行う。

その他の実施形態
各担当教員に確認のこ
と

0ALA508
社会工学ファシリテー
ター育成プログラムI

3 2.0 1・2 通年 応談
社会工学学位プロ
グラム担当教員

社会工学に関するプロジェクトに積極的に介入
し、プロジェクトの進行に寄与できる能力を実践
を通して養う。具体的には、「文化共生のための
コミュニティガーデンの計画と運営」、「つくば
みらい市まちづくりワークショップ」、「常総市
まちづくりワークショップ」、「津別町まちづく
りワークショップ」、「Facilitator of 
organizational behavior research for 
graduate students」、「ランドスケープ・デザ
イン・スタジオ」等のプロジェクトのいずれかに
参画し、課題に取り組む。

0BLA501と同時実施。

0ALA509
社会工学ファシリテー
ター育成プログラムII

3 2.0 1・2 通年 応談
社会工学学位プロ
グラム担当教員

社会工学に関するプロジェクトにおいて協働のプ
ロセスを管理、展開できる総合的能力を実践を通
して養う。具体的には「文化共生のためのコミュ
ニティガーデンの計画と運営」、「つくばみらい
市まちづくりワークショップ」、「常総市まちづ
くりワークショップ」、「津別町まちづくりワー
クショップ」、「Facilitator of 
organizational behavior research for 
graduate students」、「ランドスケープ・デザ
イン・スタジオ」等のプロジェクトの中で、「社
会工学ファシリテーター育成プログラムI」で選
択しなかったプロジェクトに参画し、課題に取り
組む。

0BLA502と同時実施。


